
 

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
三
号 

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
、
第
三
十
三
条
第
三
号

及
び
第
五
号
並
び
に
第
五
十
条
並
び
に
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十

四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
三
年
七
月
二
十
日 

厚
生
労
働
大
臣 

田
村 

憲
久 

 
 

 

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令 

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 



 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
（
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
の
算
定
方
法
等
） 

第
九
条
の
四 
法
第
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
最
低
限
度
額
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
作
成
す
る
賃
金
構
造
基
本
統
計
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
項
に
お

い
て
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
」
と
い
う
。
）
の
常
用
労
働
者
（
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
労
働
省
令
第
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
事
業
所
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
事
業
所
以
外
の
事
業
所
に
限

る
。
）
に
雇
用
さ
れ
る
常
用
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に

お
い
て
「
常
用
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
前
条
に
規
定
す
る
年
齢

階
層
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
年
齢
階
層
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
求
め
た

次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
を
作
成
す
る
た

め
の
調
査
の
行
わ
れ
た
月
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
被
災
労
働
者
（
年
金
た

る
保
険
給
付
（
遺
族
補
償
年
金
、
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
又
は
遺
族
年

金
を
除
く
。
）
を
受
け
る
べ
き
労
働
者
及
び
遺
族
補
償
年
金
、
複
数
事
業
労

働
者
遺
族
年
金
又
は
遺
族
年
金
を
支
給
す
べ
き
事
由
に
係
る
労
働
者
を
い
う

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る
。
）
と
す
る

。 一
・
二 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

 

（
最
低
限
度
額
及
び
最
高
限
度
額
の
算
定
方
法
等
） 

第
九
条
の
四 

法
第
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
最
低
限
度
額
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省

に
お
い
て
作
成
す
る
賃
金
構
造
基
本
統
計
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
項
に
お

い
て
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
」
と
い
う
。
）
の
常
用
労
働
者
（
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
労
働
省
令
第
八
号
）
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
事
業
所
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
事
業
所
以
外
の
事
業
所
に
限

る
。
）
に
雇
用
さ
れ
る
常
用
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に

お
い
て
「
常
用
労
働
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
前
条
に
規
定
す
る
年
齢

階
層
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
年
齢
階
層
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
求
め
た

次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
を
作
成
す
る
た

め
の
調
査
の
行
わ
れ
た
月
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
被
災
労
働
者
（
年
金
た

る
保
険
給
付
（
遺
族
補
償
年
金
又
は
遺
族
年
金
を
除
く
。
）
を
受
け
る
べ
き

労
働
者
及
び
遺
族
補
償
年
金
又
は
遺
族
年
金
を
支
給
す
べ
き
事
由
に
係
る
労

働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
で
除
し
て
得
た
額
（

そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
る

。
）
と
す
る
。 

 

一
・
二 
（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

 



 

 

第
四
十
六
条
の
十
七 

法
第
三
十
三
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

類
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 
自
動
車
を
使
用
し
て
行
う
旅
客
若
し
く
は
貨
物
の
運
送
の
事
業
又
は
原

動
機
付
自
転
車
若
し
く
は
自
転
車
を
使
用
し
て
行
う
貨
物
の
運
送
の
事
業 

二
～
九 

（
略
） 

 

第
四
十
六
条
の
十
八 
法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

類
の
作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

八 

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ

ス
テ
ム
及
び
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。
）
の
設
計
、
開
発
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を
含
む
。
）
、
管
理
、
監
査
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
若

し
く
は
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
に
係
る
業
務
の
一
体
的
な
企
画
又
は
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
若
し
く
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
設
計
、
開
発
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

を
含
む
。
）
、
管
理
、
監
査
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
、
デ
ザ
イ
ン
若
し
く

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
若
し
く
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
係
る
業
務
の
一
体
的
な
企

画
そ
の
他
の
情
報
処
理
に
係
る
作
業
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

局
長
が
定
め
る
も
の 

あ 

第
四
十
六
条
の
十
七 

法
第
三
十
三
条
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

類
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

自
動
車
を
使
用
し
て
行
う
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
の
事
業 

 

二
～
九 

（
略
） 

 第
四
十
六
条
の
十
八 

法
第
三
十
三
条
第
五
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
種

類
の
作
業
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
～
七 

（
略
） 

 

（
新
設
） 



 

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

別
表
第
５
（
第

23
条
関
係
）
 

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表

 

事
業
又
は

作
業
の
種

類
の
番
号
 

事
業
又
は
作
業
の
種
類
 

第
２
種
特
 

別
加
入
保
 

険
料
率
 

（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

特
 
 
23 

労
災
保
険
法
施
行
規
則
 

第
46

条
の

1
8
第
８
号
の
作
業
 

1000
分
の
３
 

 

別
表
第
５
（
第

23
条
関
係
）
 

第
２
種
特
別
加
入
保
険
料
率
表
 

事
業
又
は

作
業
の
種

類
の
番
号
 

事
業
又
は
作
業
の
種
類
 

第
２
種
特
 

別
加
入
保
 

険
料
率
 

（
略
）
 

（
略
）
 

（
略
）
 

（
新
設
）
 

（
新
設
）
 

（
新
設
）
 

 
 

 
 



 

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

労
働
者
災
害
補
償
保
険
特
別
支
給
金
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
労
働
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。



 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
第
十
七
条 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第

三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。)

 

に
対
す
る
第
三
条
か
ら
第
五

条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か

ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の

事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条

の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な
い
で

行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る

者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者

の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
る
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に

従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二

第
十
七
条 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
て
い
る
団
体
に
係
る
法
第

三
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

九
条
に
お
い
て
「
一
人
親
方
等
」
と
い
う
。) 

に
対
す
る
第
三
条
か
ら
第
五

条
の
二
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
五
号
か

ら
第
七
号
ま
で
及
び
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

前
条
第
二
号
の
規
定
は
、
一
人
親
方
等
に
係
る
特
別
支
給
金
の
支
給
の

事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
労
災
則
第
四
十
六
条

の
十
七
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
を
労
働
者
を
使
用
し
な
い
で

行
う
こ
と
を
常
態
と
す
る
者
及
び
こ
れ
ら
の
者
が
行
う
事
業
に
従
事
す
る

者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者

の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
る
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
上
の
事
由
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以

上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

し
、
労
災
則
第
四
十
六
条
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に

従
事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事

業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤

に
よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
に
よ
る
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二



 

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
」
と
、
「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の

事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
に
よ
り
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を

要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十

六
条
の
十
八
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
従

事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業

労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に

よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
、
「
当
該
事
業

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働

者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業

務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

六
・
七 

（
略
） 

以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
」
と
、
「
当
該
事
業
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の

事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
作
業
に
よ
り
又
は
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を

要
因
と
す
る
事
由
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
労
災
則
第
四
十

六
条
の
十
八
第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
従

事
す
る
者
に
関
し
て
は
、
前
条
第
二
号
中
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業

労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に

よ
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業

の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
る
」
と
、
「
当
該
事
業

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
」
と
、
「
業
務
上
の
事
由
、
複
数
事
業
労
働

者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り

」
と
あ
る
の
は
「
当
該
作
業
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業

務
を
要
因
と
す
る
事
由
若
し
く
は
通
勤
に
よ
り
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

六
・
七 

（
略
） 



 

 
 

 

附 

則 

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
九
条
の
四
の
改
正
規
定

は
令
和
二
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

  


